
第
二
次
出
水
市
総
合
計
画

鹿
児
島
県
出
水
市

鹿児島県出水市

第二次出水市総合計画
平成３０年度～平成３９年度

鹿児島県出水市

第二次出水市総合計画
平成３０年度～平成３９年度

み
ん
な
で
つ
く
る
　
活
力
都
市

住
み
た
い
ま
ち
　
出
水
市

み
ん
な
で
つ
く
る
　
活
力
都
市

住
み
た
い
ま
ち
　
出
水
市

編集発行／出水市政策経営部企画政策課
〒899-0292　鹿児島県出水市緑町１番３号
TEL 0996-63-2111  FAX 0996-63-0680
平成 30年３月発行



は　じ　め　に

本市はこれまで、平成20年3月に策定した第一次出水市総合計画に基づき、将来都市像に掲げ
た「人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市」を目指し、まちづくりを進めてまい
りました。
この10年間本市では、九州新幹線の全線開通に加え、南九州西回り自動車道及び北薩横断道
路についても市内の一部区間で供用が開始されるなど、高速交通網の整備が大きく進展しまし
た。
また、大韓民国順

スンチョン
天市や台湾埔

プーリー
里鎮との姉妹都市盟約の締結、地場産業の振興や企業誘致等

による新たな雇用の場の創出と産業振興、子育て支援の充実等様々な施策を通じ、市勢の発展に
取り組んでまいりました。
一方で、我が国を取り巻く社会情勢は、少子高齢化の進行、本格的な人口減少社会の到来、東
日本大震災や熊本地震等の大規模災害の発生、地球規模での環境問題、地方分権の進展や高度情
報化、地方創生の動きなど大きく変化し続けています。
地方自治体を取り巻く環境も、社会情勢の変化に伴い、税収の減少、社会保障費の増加、労働
力不足など厳しさを増すことが予想され、地域の活力を維持していくため、それぞれの特性を生
かした独自の取組を行うことが求められています。
こうした状況を踏まえ、総合的かつ計画的なまちづくりを進めるための基本的指針として平成
30年度を初年度とする第二次出水市総合計画を策定しました。
第二次出水市総合計画では、自治基本条例が掲げる参画と協働の理念を礎に、「みんなでつく
る活力都市　住みたいまち　出水市」を将来都市像に掲げ、誰もがここに住みたい、住み続けた
いと思えるまちを目指してまちづくりに取り組んでまいります。
最後に、この総合計画の策定に当たり、貴重な御意見や御提言をいただきました市民並びに市
議会の皆様をはじめ、熱心に御審議いただきました総合計画審議会委員の皆様及び関係各位に対
しまして、心から感謝申し上げます。
この計画の実現に向け、今後一層の御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成30年3月

出水市長　渋　谷　俊　彦



　市　　　章
　合併した１市２町（出水市・高尾野町・野田町）の融和を３本の波で
表し、大空を優雅に舞うツルの姿が飛躍発展する新市を象徴していま
す。
　また、この２つの色は、澄み切った空と湧き出る水の清れつさ、それ
を潤す豊じょうの海をイメージしています。

　市　の　木
　本市における生産量が非常に多く、市内の主要施設や家庭に広く植栽
されており、市民にもよく知られている樹木です。

　市　の　鳥
　毎年１０月から3月まで越冬のために約１万羽以上のツルが本市に渡
来し、市民に親しまれています。
　また、本市では世界に分布する１５種類のうち、７種類のツル（ナベ
ヅル、マナヅル、クロヅル、カナダヅル、ソデグロヅル、アネハヅル、
タンチョウ）が確認されています。

　市　の　花
　市内の家庭や街路などに広く植えられており、出水の風土、気候に適
した花です。また、本市は、ツツジの一種であるサツマベニの発祥の地
です。

イヌマキ

ツ ツ ジ

ツ ル



平成２８年３月１２日制定

　都 市 宣 言

『出水市安全・安心まちづくり都市宣言』

　私たちは、増加傾向にある犯罪や交通事故、いつ起きるか分からない災害など不安な日常の中で生活しており、
生命、身体、財産に危害を及ぼす犯罪、災害等を未然に防止して、安全で安心して暮らせることは、すべての市
民の願いである。
　安全で安心なまちづくりを進めるためには、私たち一人ひとりが、同じ地域で共に生きていることを自覚し、
互いに手を取りながら防犯や防災、交通安全などに取り組み良好な地域環境を築くことが不可欠となっている。
　そこで出水市では、市と市民が果たす役割を認識し、協働して全ての市民が安全で安心して暮らすことができ
るまちづくりを進めるため、ここに『安全・安心まちづくり都市』を宣言する。

平成21年4月1日宣言

『出水市平和都市宣言』

　出水市は、市民の英知とたゆまぬ努力により、人と自然が融和したにぎわいのあるまちづくりを進めており、
北薩地域の中核都市として限りない発展を続けている。
　私たちは、平和で豊かな郷土を次の世代に引き継ぐために、再び戦争による惨禍を繰り返さないことを誓い、
人類共通の願いである恒久平和の理念に基づき、核兵器の廃絶と軍縮を全世界に訴え、ここに『平和都市』を宣
言する。

平成21年4月1日宣言


